
ヽ
ェ

遺跡には感動がある!

■ 1遺跡 1冊で発掘の感動 と学問的成果を伝える

■その遺跡に くわしい研究者による書き下ろし

■わか りやす くハンディな分量です ぐ読める

■カラー写真 と工夫された図で見ても楽 しい
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小野 正録文 (人間文化研究機構)  石川 日出志 (明治大学)

小澤  毅 (奈良文化財研究所)  佐々木憲一 (明治大学)
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新
泉
社



シ
リ
ー
ズ
「竜
跡
を
学
ぶ
」

◎
Ａ
５
判
／
９６
頁
／
オ
ー
ル
カ
ラ
１
／
各
巻
定
価
１
５
０
０
円
十
税

【第
Ｉ
期
】
（第
１
～
３０
巻
十
別
冊
０１
　
全
３‐
冊
完
結

・
セ
ッ
ト
函
入
４
６
５
０
０
円
十
税
）

【第
■
期
】
（第
３‐
～
５０
巻
　
　
　
　
　
全
２０
冊
完
結

・
セ
ッ
ト
函
入
３
０
０
０
０
円
＋
税
）

【第
Ⅲ
期
】
（第
５‐
～
７５
巻
十
別
冊
０２
　
全
２６
冊
完
結

・
セ
ッ
ト
画
入
３
９
０
０
０
円
＋
税
）

【第
Ⅳ
期
】
（第
７６
～
‐０
巻
　
　
　
　
　
全
２５
冊
刊
行
中
）

０
０
１
　
米
村
　
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
ψ
■
Ｎ
∞
ヽ
ド
ｏ
ヽ
空
あ

〔北
海
道
網
走
市
〕

北
辺

の
濁

の
民

。
モ
ヨ
ロ
貝
塚

五
世
紀
に
、
北
の
大
陸
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
や
っ
て
来
た
海
の
民
の
文
化
。

０
０
２
　
木
戸
雅
寿
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
も
ヽ
ω
Ю
６

〔滋
賀
県
近
江
八
幡
市
〕

天
下
布
武

の
期

・
安
土
朝

織
田
信
長
が
建
て
た
特
異
な
城
と
し
て
、
数
多
く
描
か
れ
て
き
た
安
土
城
の
真
実
。

０
０
３
　
若
狭
　
徹
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
ヽ
ω
ω
式

〔群
馬
県
高
崎
市
〕

古
墳
時
代

の
地
域
社
会
復
元

・
三
ツ
寺
Ｉ
遺
跡

首
長
の
館
跡
や
古
墳
、
水
日
経
営
の
跡
、
渡
来
人
の
遺
物
か
ら
地
域
社
会
を
復
元
。

０
０
４
　
勅
使
河
原
　
彰
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ヽ
ω
■
ヽ
〔長
野
県
茅
野
市
〕

原
始
集
落
を
掘
る

ｏ
尖
石
遺
跡

八
ヶ
岳
西
南
麓
に
栄
え
た
縄
文
集
落
と
、
そ
の
保
存
に
賭
け
た
宮
坂
英
式
の
軌
跡
。

Ｏ
０
５
　
大
橋
康
二
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
ｏ
ヽ
ω
甲
ユ
〔佐
賀
県
有
田
町
他
〕

世
界
を
リ
ー
ド
し
た
磁
器
窯

・
肥
前
窯

一
七
世
紀
後
半
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
輸
出
さ
れ
た
製
品
と
そ
の
技
術

・
流
通
の
実
態
。

０
０
６
　
小
林
康
男
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ヽ
ω
③
あ

〔長
野
県
塩
尻
市
〕

五
千
年
に
お
よ
か
ム
ラ

・
平
出
遺
跡

縄
文
か
ら
古
墳

・
平
安

へ
と
、
連
綿
と
営
ま
れ
て
き
た
集
落
と
人
び
と
の
暮
ら
し
。

Ｏ
０
７
　
木
崎
康
弘
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
Ｏ
ヽ
ω
Ｎ
♭

霊
本ヽ
県
宇
土
市
〕

豊
鏡
の
濁
の
縄
文
文
化

・
曽
畑
貝
塚

干
潟
の
豊
富
な
魚
介
類
を
糧
に
有
明
海
沿
岸
に
栄
え
、
東
シ
ナ
海
に
広
が
る
文
化
。

０
０
８
　
佐
々
木
憲

一　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
∞
，■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
も
ヽ
ω
∞
お

〔滋
賀
県
東
近
江
市
他
〕

未
盗
掘
石
室

の
発
見

・
雪
野
山
古
墳

三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
か
ら
み
た
古
墳
時
代
前
期
の
地
域
首
長
の
姿
。

０
０
９
　
堤
　
隆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ヽ
ω
や
Φ
〔長
野
県
南
牧
村
〕

氷
河
期
を
生
き
抜

い
た
狩
人

・
矢
出
川
遺
跡

氷
河
期
末
、
野
辺
山
高
原
に
や
っ
て
来
た
狩
人
達
の
移
動
生
活
と
そ
の
適
応
戦
略
。

０
１
０
　
柳
沢

一
男
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
も
ヽ
ヽ
ｏ
♭

〔福
岡
県
桂
川
町
〕

描
か
れ
た
黄
泉
の
世
界

・
王
塚
古
墳

石
室
内
を
埋
め
つ
く
す
複
雑
で
、
色
彩
豊
か
な
図
文
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

０
１
１
　
追
川
古
生
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
，ｏ
●
蛍
心

〔東
京
都
文
京
区
〕

江
戸
の
ミ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス

・
加
賀
藩
江
戸
屋
敷

能
好
台

・
庭
園

。
便
所
跡
や
、
大
皿
・
徳
利

・
玩
具
等
の
遺
物
か
ら
み
た
小
宇
宙
。

０
１
２
　
木
村
英
明
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
ｏ
い
ω
Ю
ヽ

〔北
海
道
遠
軽
町
〕

北

の
黒
曜
石

の
道

。
自
滝
遺
跡
群

産
地
の
石
器
生
産
シ
ス
テ
ム
と
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
よ
ぶ
北
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

０
１
３
　
弓
場
紀
知
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
ｏ
い
ω
ω
ヽ

〔福
岡
県
宗
像
市
〕

古
代
祭
祀
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
地

・
沖
ノ
島

玄
界
灘
の
孤
島
に
あ
る
岩
上

・
岩
陰
の
神
殿
に
お
か
れ
た
貴
重
な
奉
献
品
の
数
々
。

０
１
４
　
池
谷
信
之
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，ヽ
，Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｍ
ω
■
ユ
〔静
岡
県
河
津
町
〕

黒
潮
を
渡

っ
た
黒
曜
石

。
見
高
段
関
遺
跡

神
津
島
か
ら
黒
潮
を
渡

っ
て
黒
曜
石
を
運
び
、
南
関
東

一
円
に
流
通
さ
せ
た
拠
点
。

０
１
５
　
一白回
田
和
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
∽
ω
甲
∞
奮
石
手
県

一
戸
町
〕

縄
文

の
イ

エ
と
ム
ラ
の
風
景

・
御
所
野
遺
跡

焼
失
住
居
か
ら
土
屋
根
住
居
を
復
原
し
、
縄
文
ム
ラ
の
風
景
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

０
１
６
　
一局
橋

一
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
中
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
●
ω
９
∽
〔埼
玉
県
行
田
市
〕

鉄
剣
銘

一
一
五
文
字

の
謎
に
迫
る

。
埼
玉
古
墳
群

世
紀
の
大
発
見
と
い
わ
れ
た
、
稲
荷
山
古
墳
出
上
の
鉄
剣
銘
文
が
語
る
被
葬
者
達
。

０
１
７
　
秋
元
信
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
引
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
料
ｏ
い
ω
ド
Ю
（秋
田
県
鹿
角
市
〕

石
に
こ
め
た
縄
文
人
の
祈
り

。
大
湯
環
状
列
石

二
つ
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
と
配
石
遺
構
か
ら
み
え
る
、
縄
文
人
の
祈
り
の
空
間
。

０
１
８
　
近
藤
義
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
「
も
の
ω
∞
ｂ

〔香
川
県
直
島
町
〕

土
器
製
塩
の
島

・
喜
兵
衛
島
製
塩
遺
跡
と
古
墳

瀬
戸
内
海
の
無
人
島
の
古
墳
群
と
、
浜
辺
の
多
量
の
上
器
片
か
ら
み
た
塩
民
の
姿
。

０
１
９
　
堀
越
正
行
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
⑤
ω
ｏ
６

〔千
葉
県
市
川
市
〕

縄
文
の
社
会
構
造
を
の
ぞ
く

・
姥
山
貝
塚

埋
葬
人
骨
の
考
古
学
的
検
討
か
ら
縄
文
人
の
家
族
や
集
団
、
社
会
構
造
に
せ
ま
る
。

０
２
０
　
小
笠
原
好
彦
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
ヽ
‐〇
い
ヽ
〇
鵡

ｃ
な
賀
県
甲
賀
市
〕

大
仏
造
立

の
都

・
紫
香
楽
官

恭
仁
京
、
難
波
京
、
紫
香
楽
宮

へ
と
紡
雀
す
る
聖
武
天
皇
と
、
大
仏
造
立
の
意
味
。

０
２
１
　
飯
村
　
均
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
〇
空
ヽ

〔福
島
県
南
相
馬
市
他
〕

律
令
国
家

の
対
蝦
夷
政
策

・
相
馬

の
製
鉄
遺
跡
群

大
量
の
武
器

・
農
耕
具

。
仏
具
を
生
産
し
律
令
国
家
の
東
北
支
配
拡
大
を
支
え
た
。

０
２
２
　
長
嶺
正
秀
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
剖
甲
ヽ
，Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
〇
ω
Ю
ヽ

〔福
岡
県
苅
田
町
〕

筑
紫
政
権
か
ら
ヤ

マ
ト
政
権

へ
・
豊
前
石
塚
山
古
墳

三
角
縁
神
獣
鏡
七
面
が
出
上
し
た
、
北
部
九
州
最
大
の
前
方
後
円
墳
の
被
葬
者
は
。

０
２
３
　
秋
山
浩
三
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
，Ｎ
∞
剖
ド
ｏ
ｏ
ω
甲
一
〔大
阪
府
和
泉
市
他
〕

弥
生
実
年
代
と
都
市
論
の
ゆ
く
え

・
池
上
曽
根
遺
跡

巨
大
環
濠
集
落
の
実
像
か
ら
み
た
、
弥
生
実
年
代
の
見
直
し
と
弥
生

「都
市
」
論
。

０
２
４
　
常
松
幹
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
ｏ
Ｏ
ω
ヽ
い

〔福
岡
県
福
岡
市
〕

最
古

の
王
墓

・
吉
武
高
木
遺
跡

三
種
の
神
器
を
紡
彿
と
さ
せ
る
鏡

。
玉

。
剣
の
三
点
セ
ッ
ト
が
出
土
し
た
王
墓
群
。

０
２
５
　
須
藤
隆
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ω
甲
い
〔長
野
県
佐
久
市
〕

石
槍
革
命

・
八
風
山
遺
跡
群

後
期
旧
石
器
時
代
の
幕
開
け
と
縄
文
時
代

へ
の
移
行
を
示
す
石
槍
の
発
明
と
革
新
。

０
２
６
　
河
上
邦
彦
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
，〇
〇
ω
９
Ю
雲
不良
県
広
陵
町
他
〕

大
和
葛
城
の
大
古
墳
群

・
馬
見
古
墳
群

大
和
盆
地
を
東
西
に
三
分
す
る
勢
力
、
天
皇
家
と
葛
城
氏
の
興
亡
と
古
墳
の
盛
衰
。

０
２
７
　
新
東
晃

一　
　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ω
Ｎ
も

〔鹿
児
島
県
霧
島
市
〕

南
九
州
に
栄
え
た
縄
文
文
化

・
上
野
原
遺
跡

厚
い
火
山
灰
に
埋
も
れ
て
い
た
、
縄
文
最
古
の
定
住
集
落
と
先
進
的
な
縄
文
文
化
。

０
２
８
　
中
村
　
浩
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ω
甲
⑤
〔大
阪
府
堺
市
他
〕

泉
北
丘
陵
に
広
が
る
須
恵
器
窯

・
陶
邑
遺
跡
群

窯
の
構
造
と
須
恵
器
の
流
通
、
生
産
者
の
集
落
な
ど
生
産
の
全
貌
と
須
恵
器
編
年
。

０
２
９
　
辻
　
秀
人
　
　
　
　
　
　
Φ
Ч
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
Φ
ω
や
ω
〔福
島
県
会
津
若
松
市
〕

東
北
古
墳
研
究
の
原
点

。
会
津
大
塚
山
古
墳

古
墳
群
や
弥
生
遺
跡
等
か
ら
、
北
の
古
墳
時
代
社
会
が
成
立
す
る
過
程
に
せ
ま
る
。

０
３
０
　
小
菅
将
夫
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐Ｏ
③
ヽ
０
６

〔群
馬
県
伊
勢
崎
市
〕

赤
城
山
麓

の
三
万
年
前

の
ム
ラ

・
下
触
牛
伏
遺
跡

直
径
五
〇
ｍ
の
ド
ー
ナ
ツ
状
に
広
が
る
三
万
年
前
の
石
器
群
は
何
を
意
味
す
る
か
。

別
０
１
　
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
Ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
ヽ
ω
０
６

〔長
野
県
長
和
町
〕

黒
耀
石
の
原
産
地
を
探
る

。
鷹
山
遺
跡
群

旧
石
器
か
ら
縄
文

へ
と
、
黒
耀
石
を
全
国
に
供
給
し
た
広
大
な
黒
耀
石
流
通
基
地
。

０
３
１
　
加
藤
　
緑
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，ヽ
，Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
ヽ
蛍
ヽ

〔東
京
都
品
川
区
〕

日
本
考
古
学
の
原
点

・
大
森
貝
塚

モ
ー
ス
に
よ
る
日
本
最
初
の
考
古
学
的
発
掘
と
そ
の
報
告
書
を
わ
か
り
易
く
解
説
。

０
３
２
　
一刷
園
実
知
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
Ｎ
ω
〕
ユ
蜜
示良
県
斑
鳩
町
〕

斑
鳩
に
眠
る
二
人
の
貴
公
子

・
藤
ノ
木
古
墳

朱
塗
り
の
石
棺
に
は
、
一象
華
な
副
葬
品
に
包
ま
れ
て
二
人
の
人
物
が
眠
っ
て
い
た
。

０
３
３
　
辰
巳
和
弘
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
う
Ｎ
ω
ω
あ

〔静
岡
県
浜
松
市
〕

聖
な
る
水
の
祀
り
と
古
代
王
権

。
天
自
磐
座
遺
跡

巨
大
な
岩
群
れ
と
湧
き
流
れ
る
水
に
王
権
の
永
遠
を
重
ね
み
た
古
代
の
祭
祀
空
間
。

０
３
４
　
福
本
　
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
Ｎ
ω
■
伽
〔岡
山
県
倉
敷
市
〕

吉
備
の
弥
生
大
首
長
墓

・
楯
築
弥
生
墳
丘
墓

独
特
の
光
を
放
つ
首
長
墓
か
ら
弥
生
葬
送
祭
祀
と
前
方
後
円
墳

へ
の
道
筋
を
探
る
。

０
３
５
　
清
水
員

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐Ｏ
Ｎ
ω
釦
馬

雲
ポ良
県
桜
井
市
〕

最
初

の
巨
大
古
墳

・
箸
墓
古
墳

大
和
政
権
発
祥
の
地
に
築
か
れ
た
三
世
紀
最
大
の
墳
墓
は
本
当
に
卑
弥
呼
の
墓
か
。

０
３
６
　
河
瀬
正
利
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
Ｎ
ω
ｏ
ｂ

〔広
島
県
庄
原
市
他
〕

中
国
山
地
の
縄
文
文
化

・
帝
釈
峡
遺
跡
群

洞
窟
に
残
さ
れ
て
い
た
遺
物
と
埋
葬
遺
構
か
ら
、
縄
文
人
の
生
態
と
文
化
を
探
る
。

０
３
７
　
小
熊
博
史
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
Ｎ
ω
「
あ

〔新
潟
県
阿
賀
町
〕

縄
文
文
化
の
起
源
を
さ
ぐ
る

ｏ
小
瀬
ヶ
沢

。
室
谷
洞
窟

縄
文
草
創
期
の
文
化
を
解
明
し
た
、
阿
賀
野
川
流
域
の
二
つ
の
洞
窟
遺
跡
の
全
貌
。

０
３
８
　
川
口
洋
平
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
ｏ
Ｎ
ω
∞
あ

〔長
崎
県
長
崎
市
・
平
戸
市
〕

世
界
航
路

へ
誘
う
港
市

。
長
崎

・
平
戸

世
界
航
路
の
結
節
点
と
な
り
海
外
貿
易
の
町
＝
港
市

（
こ
う
し
）
と
し
て
栄
え
た
。

０
３
９
　
谷
口

一
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
６
Ｎ
ω
ｏ
も

〔山
梨
県
身
延
町
〕

武
田
軍
団
を
支
え
た
甲
州
金

・
湯
之
奥
金
山

武
田
氏
を
支
え
た
代
表
的
鉱
山
の
採
掘
と
産
金
の
全
貌
、
そ
し
て
金
山
の
盛
衰
史
。

０
４
０
　
鈴
木
康
之
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
引
ヽ
〇
あ

〔広
島
県
福
山
市
〕

中
世
瀬
戸
内
の
港
町

。
車
戸
千
軒
町
遺
跡

文
献
で
は
復
元
で
き
な
い
中
世
の
町
を
描
き
だ
し
た
中
世
考
古
学
の
先
駆
的
発
掘
。

０
４
１
　
会
田
容
弘
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
判
∞
，■
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
６
∞
蛍
二

〔宮
城
県
東
松
島
市
〕

松
島
湾
の
縄
文
カ
レ
ン
ダ
ー

・
里
浜
貝
塚

貝
層
の
緻
密
な
分
析
か
ら
、
縄
文
人
の
四
季
の
生
活
＝
縄
文
カ
レ
ン
ダ
ー
を
解
明
。

０
４
２
　
近
藤
義
郎

。
中
村
常
定
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
∞
ω
Ю
あ

〔岡
山
県
美
咲
町
〕

地
域
考
古
学
の
原
点

・
月
の
輪
古
墳

住
民
と
生
徒
、
研
究
者
が
協
力
し
大
形
円
墳
を
発
掘
し
た
地
域
考
古
学
の
金
字
塔
。

０
４
３
　
中
村
博
司
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
∞
ω
甲
”
〔大
阪
府
大
阪
市
〕

天
下
統

一
の
期

・
大
坂
以

秀
吉
の
栄
華
の
舞
台
、
徳
川
幕
府
の
西
の
要
で
あ

っ
た
大
坂
城
四
〇
〇
年
の
歴
史
。

０
４
４
　
市
澤
英
利
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐ヽ
‐ヽ
∞
Ｎ
ヽ
‐〇
∞
ω
ヽ
お

〔長
野
県
阿
智
村
他
〕

東
山
道
の
峠
の
祭
祀

・
神
坂
峠
遺
跡

古
代
東
山
道
随

一
の
難
所
で
峠
の
神
に
捧
げ
た
人
び
と
の
祈
り
の
か
た
ち
を
追
う
。

０
４
５
　
中
村
哲
也
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
「
も
∞
ω
伽
も

〔茨
城
県
美
浦
村
〕

霞

ヶ
浦
の
縄
文
景
観

・
陸
平
貝
塚

恵
ま
れ
た
海
産
資
源
を
獲
り
列
島
屈
指
の
大
只
塚
を
つ
く
り
あ
げ
た
縄
文
人
た
ち
。

０
４
６
　
田
中
弘
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
‐〇
∞
ω
ω
６

〔岐
阜
県
関
市
〕

律
令
体
制
を
支
え
た
地
方
官
衡

・
弥
勒
寺
遺
跡
群

壬
申
の
乱
で
大
海
人
皇
子
の
勝
利
に
貢
献
し
、
地
方
行
政
に
専
念
す
る
地
方
豪
族
。

０
４
７
　
菊
池
　
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
ミ
∞
Ｎ
ド
ｏ
∞
ω
料
ω
〔群
馬
県
高
崎
市
〕

戦
争
遺
跡

の
発
掘

・
陸
軍
前
橋
飛
行
場

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
に
造
ら
れ
た
飛
行
場
か
ら
戦
争
遺
跡
の
意
義
を
訴
え
る
。

０
４
８
　
山
崎
純
男
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
，Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
∞
ω
∞
６

〔福
岡
県
福
岡
市
〕

最
古

の
農
村

・
板
付
遺
跡

堰
が
整
備
さ
れ
た
水
田
や
木
製
農
耕
具
か
ら
明
ら
か
に
な
る
水
田
稲
作
の
始
ま
り
。

０
４
９
　
千
賀
　
久
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
〕
（
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
∞
ω
ｏ
ヽ

雲
不良
県
桜
井
市
〕

ヤ
マ
ト
の
王
墓

。
桜
井
茶
臼
山
古
墳

。
メ
ス
リ
山
古
墳

大
王
墓
に
よ
さ
わ
し
い
二
つ
の
古
墳
は
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
。

０
５
０
　
石
川
日
出
志
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
，（
，Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
，〇
∞
（
０
６

〔東
京
都
文
京
区
〕

「弥
生
時
代
」
の
発
見

・
弥
生
町
遺
跡

「弥
生
時
代
」
の
解
明
に
打
ち
込
ん
だ
先
人
達
の
道
の
り
と
弥
生
町
遺
跡
の
実
態
。

０
５
１
　
石
野
博
信
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
蛍
あ

〔奈
良
県
桜
井
市
〕

邪
馬
台
国

の
候
補
地

・
握
向
遺
跡

祭
祀
場
跡
や
大
滴
、
東
国
や
西
国
か
ら
き
た
人
び
と
、
経
向
型
古
墳
等
か
ら
追
究
。

０
５
２
　
福
田
信
夫
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
「
も
ｏ
ω
中
♭

〔東
京
都
国
分
寺
市
〕

鎮
護
国
家
の
大
伽
藍

。
武
蔵
国
分
寺

国
分
寺
の
な
か
で
も
最
大
の
規
模
を
ほ
こ
る
僧
寺

・
尼
寺
の
大
伽
藍
と
そ
の
変
遷
。

０
５
３
　
田
中
義
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
判
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
も
ｏ
ω
ω
馬

〔島
根
県
雲
南
市
〕

古
代
出
雲

の
原
像
を
さ
ぐ
る

。
加
茂
岩
倉
遺
跡

古
代
出
雲
観
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
銅
鐸
群
と
弥
生
出
雲
世
界
に
迫
る
。

０
５
４
　
新
井
達
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
↓
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ω
ヽ
も

〔福
島
県
福
島
市
〕

縄
文
人
を
描

い
た
土
器

・
和
台
遺
跡

人
間
の
全
身
を
描
い
た
土
器
が
み
つ
か
っ
た
福
島
県
北
部
の
縄
文
大
集
落
を
解
説
。

０
５
５
　
一
瀬
和
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
も
ｏ
ω
の
あ

〔大
阪
府
堺
市
〕

古
墳
時
代
の
シ
ン
ボ
ル

・
仁
徳
陵
古
墳

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
秦
の
始
皇
帝
陵
に
も
劣
ら
な
い
巨
大
古
墳
の
真
の
姿
を
追
究
す
る
。

０
５
６
　
玉
永
光
洋

。
坂
本
嘉
弘
　
　
　
Φ
Ｎ
ω
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐〇
〇
ω
９
ω
（大
分
県
大
分
市
〕

大
友
宗
麟

の
戦
回
都
市

・
豊
後
府
内

南
蛮
貿
易
の
港
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
が
あ

っ
た
特
異
な
町
を
発
掘
す
る
。

０
５
７
　
谷
口
　
榮
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
，ヽ
，Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
‐〇
〇
ω
Ｎ
も

〔東
京
都
葛
飾
区
〕

東
京
下
町
に
眠
る
戦
国

の
城

・
葛
西
奴

関
東
に
お
け
る
戦
乱
の
最
前
線
と
な

っ
た
葛
飾
区
青
戸
の
葛
西
城
の
実
態
に
迫
る
。

０
５
８
　
駒
田
利
治
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐↓
剖
∞
Ｎ
Ｎ
も
ｏ
ω
∞
ミ

〔二
重
県
明
和
町
〕

伊
勢
神
官
に
仕
え
る
皇
女

・
斎
宮
跡

天
皇
に
か
わ
り
伊
勢
神
宮
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
皇
女
の
宮
、
斎
宮
の
実
態
を
追
究
。

０
５
９
　
野
口
　
一淳
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｎ
‐ｏ
ｏ
ω
Φ
ヽ

〔埼
玉
県
所
沢
市
〕

武
蔵
野
に
残

る
旧
石
器
人

の
足
跡

・
砂
川
遺
跡

綿
密
な
発
掘
と
丹
念
な
石
器
の
接
合
作
業
に
よ
り
浮
か
び
上
が
る
日
常
の

一
こ
ま
。

０
６
０
　
出
原
恵
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
中
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ヽ
９
ｏ
響
口知
県
南
国
市
〕

南
国
土
佐
か
ら
問
う
弥
生
時
代
像

・
田
村
遺
跡

弥
生
文
化
成
立
か
ら
後
期

へ
と
続
く
遺
構

・
遺
物
は
新
た
な
弥
生
時
代
像
を
示
す
。

０
６
１
　
大
庭
康
時
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
剖
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
空
ヽ

〔福
岡
県
福
岡
市
〕

中
世
日
本
最
大

の
貿
易
都
市

・
博
多
遺
跡
群

宋
商
人
の
博
多
津
唐
房
、
元
寇
防
塁
、
膨
大
な
中
国
陶
磁
器
等
で
明
ら
か
に
す
る
。

０
６
２
　
千
葉
敏
朗
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
料
ユｏ
ω
中
ユ
〔東
京
都
東
村
山
市
〕

縄
文
の
漆
の
里

・
下
宅
部
遺
跡

東
京
都
郊
外
、
狭
山
丘
陵
の
谷
問
か
ら
、
縄
文
時
代
の
水
場
の
跡
が
み
つ
か
っ
た
。

０
６
３
　
一削
原
　
豊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
彎
■
Ｎ
∞
Ｎ
料
ユ
ｏ
ω
中
∞
〔群
馬
県
前
橋
市
〕

東
国
大
豪
族

の
威
勢

，
大
室
古
墳
群

〔群
馬
〕

六
世
紀
、
赤
城
山
南
麓
に
三
代
に
わ
た

っ
て
大
型
の
前
方
後
円
墳
が
つ
く
ら
れ
た
。

０
６
４
　
小
田
静
夫
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
ω
ヽ
い

〔東
京
都
三
鷹
市
他
〕

新
し

い
旧
石
器
研
究

の
出
発
点

・
野
川
遺
跡

列
島
で
初
め
て

一
〇
枚
に
も
お
よ
ぶ
旧
石
器
文
化
層
を
発
見
し
た
画
期
的
な
発
掘
。

０
６
５
　
稲
田
孝
司
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
∞
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ω
∽
鵡

〔岡
山
県
鏡
野
町
〕

旧
石
器
人
の
遊
動
と
植
民

・
恩
原
遺
跡
群

中
国
地
方
を
東
西
南
北
に
遊
動
し
、
東
北
地
方
か
ら
植
民
す
る
な
ど
活
発
な
行
動
。

０
６
６
　
進
藤
秋
輝
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ω
ｏ
も

〔宮
城
県
多
賀
城
市
〕

古
代
東
北
統
治
の
拠
点

・
多
賀
城

東
北
全
域
の
行
政

・
軍
事
の
中
枢
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
た
多
賀
城
の
実
像
。

０
６
７
　
平
井
美
血
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
〇
ヽ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ω
Ｎ
５

〔滋
賀
県
大
津
市
〕

藤
原
仲
麻
呂
が
つ
く

っ
た
壮
麗
な
国
庁

。
近
江
国
府

奈
良
時
代
中
期
、
大
政
治
家
藤
原
仲
麻
呂
が
国
守
の
時
に
造
営
し
た
環
壮
な
国
府
。

０
６
８
　
木
崎
康
弘
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ω
∞
あ

罷
本ヽ
県
熊
本
市
〕

列
島
始
原
の
人
類
に
迫
る
熊
本
の
石
器

・
沈
目
遺
跡

独
自
の
石
器
を
つ
く
っ
た
人
々
を
追
い
な
が
ら
、
列
島
始
原
の
人
類
を
展
望
す
る
。

０
６
９
　
原
　
明
芳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ω
や
ｏ
〔長
野
県
塩
尻
市
〕

奈
良
時
代
か
ら

つ
づ
く
信
濃

の
村

・
吉
田
川
西
遺
跡

東
山
道
沿
い
の
要
衝
の
地
に
あ
り
、
牧
経
営
で
栄
え
た
村
が
継
続
し
て
い
く
背
景
。

０
７
０
　
小
林
謙

一　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
料
ユｏ
ヽ
ｏ
６

〔愛
媛
県
久
万
高
原
町
〕

縄
紋
文
化
の
は
じ
ま
り

。
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡

土
器
、
石
器
、
女
性
像
の
石
偶
、
埋
葬
人
骨
か
ら
縄
紋
時
代
の
は
じ
ま
り
を
追
究
。

０
７
１
　
鵜
飼
幸
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
豊
あ

〔長
野
県
茅
野
市
〕

国
宝
土
偶

「縄
文
ビ
ー
ナ
ス
」

の
誕
生

・
棚
畑
遺
跡

縄
文
時
代
の
遺
物
で
初
め
て
国
宝
と
な

っ
た

「縄
文
ビ
ー
ナ
ス
」
を
詳
細
に
解
説
。

０
７
２
　
池
谷
初
恵
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
ヽ
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ〇
ヽ
中
ｏ
〔静
岡
県
伊
豆
の
国
市
〕

鎌
倉
幕
府
草
創
の
地

。
伊
豆
韮
山
の
中
世
遺
跡
群

源
頼
朝
の
旗
揚
げ
か
ら
秀
吉
軍
の
包
囲
ま
で
列
島
史
に
つ
な
が
る
追
跡
を
た
ど
る
。

０
７
３
　
一同
田
大
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
ヽ
，Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ヽ
ω
ミ

〔埼
玉
県
鴻
巣
市
〕

東
日
本
最
大
級
の
埴
輪
工
房

，
生
出
塚
埴
輪
窯

出
土
し
た
人
物
埴
輪
の
優
品
を
大
き
く
掲
載
し
、
そ
の
生
産
と
供
給
実
態
を
解
明
。

０
７
４
　
大
谷
敏
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
↓
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
ヽ
（
ヽ

〔北
海
道
千
歳
市
〕

北

の
縄
文
人

の
祭
儀
場

。
キ
ウ

ス
周
堤
墓
群

千
歳
空
港
近
く
で
見
つ
か

っ
た
縄
文
時
代
最
大
の
墓
か
ら
見
え
て
く
る
縄
文
社
会
。

０
７
５
　
関
　
俊
明
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
Ｗ
ユ
ｏ
ヽ
甲
ユ
〔群
馬
県
吾
妻
郡
他
〕

浅
間
山
大
噴
火

の
爪
痕

・
天
明
三
年
浅
問
災
害
遺
跡

群
馬
県
の
吾
妻
川
か
ら
利
根
川
流
域
の
村
々
を
襲

っ
た
泥
流
被
害
の
実
相
を
追
究
。
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ｏ
Ｎ
｝
■

Ｎ
∞
Ｎ
ド
ｏ
ｏ
ω
９

ユ

ビ
ジ

ュ
ア
ル
版

旧
石
器
時
代
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

氷
期
の
自
然
環
境
、
大
型
哺
乳
類
、
暮
し
や
文
化
、
社
会
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
解
説
。

０
７
６
　
杉
原
敏
之
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Ｎ
甲
ヽ
・Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ヽ
⑤
あ

〔福
岡
県
太
宰
府
市
〕

速
の
朝
廷

。
大
宰
府

西
の
要
衝
で
外
交

・
軍
事
を
担
い
、
西
海
道
を
統
治
し
た
大
宰
府
の
実
像
を
解
明
。

０
７
７
　
森
田
克
行
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
Ｎ
∞
‐■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
ヽ
「
あ

〔大
阪
府
高
槻
市
〕

よ
み
が
え
る
大
王
墓

。
今
城
塚
古
墳

日
本
の
兵
馬
偏
と
い
わ
れ
る
埴
輪
群
の
意
味
を
解
読
し
、
大
王
墓
の
実
像
を
追
究
。

０
７
８
　
藤
森
英
二
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｎ
彎
■
Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユｏ
ヽ
甲
Ю
〔長
野
県
北
相
木
村
〕

信
州
の
縄
文
早
期
の
世
界

・
栃
原
岩
陰
遺
跡

縄
文
早
期
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
上
器

・
石
器
、
縫
針
、
装
飾
品
、
人
骨
等
か
ら
再
現
。

０
７
９
　
坂

靖

。
青
柳
泰
介
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
∞
‐ヽ
‐ヽ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
ヽ
ｏ
６

雲
不良
県
御
所
市
〕

再
城

の
王
都

。
南
郷
遺
跡
群

ヤ
マ
ト
政
権
を
支
え
、
時
に
対
峙
し
た
反
族
葛
城
氏
の
巨
大
集
落
の
実
態
を
解
明
。

０
８
０
　
忍
澤
成
視
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｎ
甲
ヽ
‐Ｎ
∞
Ｎ
ド
ユ
ｏ
●
ｏ
♭

〔千
葉
県
市
原
市
〕

一房
総

の
縄
文
大
貝
塚

・
西
広
貝
塚

巨
大
な
只
塚
を
全
掘
し
、
す
べ
て
の
貝
層
を
丸
洗
い
し
て
集
落
の
全
体
像
に
迫
る
。
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0クび迄の朝走 (と おのみかD

大学府    杉原敏之 情】

9784‐ 7877‐ 1046-8〔福岡県太宰府市〕

激動する古代東アジア情勢の中で、

国防と対外交渉の拠点 となった筑紫

の地に、律令国家の巨大な官衛、大

学府が成立する。大陸を望む西の要

衝で外交や軍事を担い、西海道諸国

島を統治 した、政庁を中枢 とする遠

の朝廷 (と おのみかど)大宰府の実

像を明らかにする。

0/8宿州の印 の世界
栃原岩陰遺跡 藤森英二陪】

978‐4‐7877‐ 1048‐ 2 〔長野県Jヒ相木1寸〕

0〃 よみがえる人工基

今城塚古墳 森田克行偕】
978-4-7877-1047-5 〔大阪府高槻市〕

真の継体天皇陵とされる大阪府高槻

市の今城塚古墳。長年の調査によっ

て、大王墓にふさわしいみごとな遺

構がつぎつぎと発見された。 とくに

堤の張出から出土 した精巧な形象埴

輪群は、日本の兵馬偏 ともいわれる。

この埴輪群の意味を解読 し、大王墓

の実像を追究する。

0/,葛戎の工都
南郷遺跡群坂靖・劇莉ド陪】

978-4-7877-1049-9 〔奈良県御P斤市〕

古代の大豪族 。再城 (かづらき)氏
が勢力を誇った奈良盆地西南部、金

剛山のふもとから「高殿」、「祭殿」、

水のまつ りの祭祀場、武器工房、渡

来人の住まいなどが配置された巨大

集落がみつかった。ヤマ ト王権を支

え、時に対峙した大豪族の支配拠点

の実態を解明する。

C各巻定価1,500円 十税

第 I期全31冊 (001～ 030巻 十別冊01)。 特製函入セット (定価46,500円 +税 )

第Ⅱ期全20冊 (031～ 050巻 )・ 特製函入セット (定価30,000円 十税)

第Ⅲ期全26冊 (051～ 075巻 十別冊02)・ 特製函入セット (定価39,000円 十税)

第Ⅳ期全25冊 (076～ 100巻 )・ 定期予約 (各巻定価1,500円 +税 )

遠
の
朝
廷

大
宰
府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
Ｈ
敏
之

栃
原
岩
陰
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
碑
本
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西
広
貝
塚

ハ
フ
は
狽
な
キ
ュ
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
克
行

●

イ
！
１
１

　́
　
●

長野県の東端、北相木村の山間を流

れる川の岩陰で、いまから一万年以

上前、縄文早期はじめに縄文人が生

活 していた跡がみつかった。彼 らが

使用 した土器・石器、精巧な縫い針・

釣針、海で採れた貝の装飾品、保存

状態の良好な人骨などから当時の暮

らしぶ りを再現する。

0∂0房金の縄史夫只堺
西広貝塚  忍澤成視 l著】

978-4-7877‐1050-5 〔千葉県市原f'〕

貝塚は縄文時代の生活を明らかにす

る宝庫。西広 (さ いひろ)貝塚では

直径一五〇メー トルの環状貝塚を全

掘 し、採集 したすべての貝層を丸洗

いして、そこに含 まれている遺物す
べてを調べあげた。 この前代未間の

作業から縄文人の暮 らしぶ りがあり
ありとみえてくる。

坂
　
靖
　
青
柳
泰
介

E注文書 全国の書店にてご購入できます。店頭にない場合は書店を通してご注文 ください。
(小社より直接発送する場合は送料 1回 290円 がかかります)
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